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川
を
き

　
川
は
い
つ
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い

る
と
、
気
持
の
よ
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
市
内
の
各
河
川
は
、
心

な
い
人
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
ご
み

や
危
険
物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
収
集
日
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
だ
し
、
川
に

は
絶
対
す
て
な
い
で
く
だ
さ
い
．

　
い
ま
一
度
ご
み
の
出
し
方
に
注
意

し
て
、
川
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
．

　
ご
み
に
す
る
前
に
、
物
の
再
利

　
用
を
　
　
　
　
田
中
町
　
Y
生

　
再
利
用
で
き
る
物
ま
で
、
簡
単
に

捨
て
て
し
ま
わ
な
い
で
、
捨
て
る
前

に
も
う
一
度
見
直
し
て
利
用
で
き
る

も
の
は
、
で
ぎ
る
だ
け
利
用
し
た
い

謎
腕
．
煮
屡

灘
　
戴

郷
｛
一
滋

ら
謙
欝
鋤

霧
割
幅
獅
ほ
包
施
画
醸

2〃
養
％
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

れ
い
に

　
　
も
の
で
す
．
た
と
え
ば
、
台
所
の
残

　
　
り
も
の
に
し
て
も
、
庭
の
あ
る
家
庭

　
　
で
は
、
穴
を
掘
っ
て
土
に
か
え
せ
ば

　
　
肥
料
と
な
り
一
石
二
鳥
で
す
。

　
　
　
自
分
の
庭
は
き
れ
い
に
す
る
の
に

　
　
川
に
ご
み
を
捨
て
る
人
も
い
ま
す
が

　
　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
や
川
を
み
ん
な

　
　
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
台
風
の
備
え
は

　
　
　
万
全
に

　
　
　
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

　
　
き
ま
し
た
．

　
　
　
台
風
は
人
間
の
力
で
お
さ
え
る
こ

　
　
と
は
で
き
な
い
が
、
人
間
の
知
恵
で

　
　
台
風
の
被
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め

　
　
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
　
　
一
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
気

　
　
象
情
報
や
防
災
上
の
注
意
事
頂
を
よ

　
　
く
聞
く
．

　
　
　
二
、
万
一
の
時
の
避
難
所
や
経
路

　
　
を
確
認
し
で
お
く
．

　
　
　
三
、
停
電
に
そ
な
え
、
懐
中
電
灯

　
　
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
備
え
る

器召舗9
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風
水
害
に
対
処

　
　
　
中
条
地
区
信
濃
川
愛
護
組

　
　
　
合
が
発
足

　
こ
の
ほ
ど
、
中
条
地
区
信
濃
川
愛

護
組
合
（
阿
部
佐
太
郎
組
合
長
）
が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田
川
か

ら
飛
渡
川
に
か
け
て
の
信
濃
川
沿
線

区
域
を
洪
水
や
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
明
治
時
代
に
設
立
さ
れ

た
中
条
地
区
と
大
井
田
地
区
の
水
害

予
防
組
合
を
合
併
、
再
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
す
。
現
在
、
監
視
員
五
人

を
設
置
、
小
河
川
の
出
口
や
水
路
に

障
害
と
な
る
草
の
な
ぎ
は
ら
い
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

　
◎
一
般
事
務
…
…
学
校
教
育
法
に

　
　
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明

　
　
年
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）
で

　
　
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降

　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
◎
電
　
気
…
…
学
校
教
育
法
に
よ

　
　
る
高
等
学
校
電
気
科
の
卒
業
者

　
　
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
を
含

　
　
む
）
で
、
昭
和
二
十
五
年
四
月

　
　
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

採
用
予
定
人
員

　
◎
一
般
事
務
男
子
…
…
三
名
程
度

　
◎
一
般
事
務
女
子
…
…
三
名
程
度

　
◎
電
気
　
　
…
…
一
名

受
験
手
続

　
受
験
希
望
者
は
、
昭
和
四
十
九
年

　
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
十
一
日
午

　
後
五
時
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
ま

　
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

　
次
の
書
類
を
提
出
し
て
申
込
み
く

　
だ
さ
い
。

臼D

十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

⑰
最
終
卒
業
学
校
（
卒
業
見
込
を
含

　
む
）
の
成
績
証
明
書

の
明
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
は
、
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し懸，『鷺、蕪灘

姿分館で「市民と市長の会」を開催

　なまの声を市長が聞さ、市政に反映させようと去

る8月23日、姿分館で「市民と市長の会」を開さまし

た。当日は県市道の早期改良舗装、農道の整備、消

防小屋等の早期修理、ごみ、下水問題、自動車文庫

ステーションの増設など、地域の問題や生活に密着

した問題が出されました。

　すぐ解決できるものは即決し、時期を要するもの

は今後検討していくことにしています。

　
卒
業
見
込
み
を
証
明
す
る
書
類
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

▽
あ
ゆ
み
の
箱
（
本
町
一
青
年
部
）

…
三
千
四
百
七
十
八
円
　
▽
開
発

フ
ミ
（
上
新
田
）
香
典
返
し
…
…
三

万
円
　
▽
渡
辺
勇
造
（
中
条
上
町
）

香
典
返
し
…
…
三
万
円
　
▽
上
村
桂

一
（
土
市
四
）
…
…
三
千
円
　
▽
内

藤
直
義
（
控
木
）
…
…
千
円
　
▽
村

山
紀
康
（
稲
荷
町
四
）
…
…
寝
具
類

　
水
道
課
か
ら

　
　
お
願
い

　
小
型
石
油
タ
ン
ク
等
を
水
這
メ
ー

タ
ー
器
の
上
に
絶
対
お
か
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

¶
表
紙
の
こ
と
ば

　
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
物
を
置
か
れ

ま
す
と
、
毎
月
の
料
金
の
算
定
、
内

部
の
漏
水
、
故
障
メ
ー
タ
ー
器
の
取

り
か
え
等
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
一
方
通
行
の

　
　
お
知
ら
せ

　
新
座
・
田
川
・
川
原
・
学
校
町
通

り
（
睦
織
物
↓
田
川
橋
↓
川
藤
㈱
↓

山
内
写
真
館
）
方
向
が
つ
ぎ
の
と
お

り
一
方
通
行
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
学

校
町
か
ら
新
座
方
面
へ
の
進
入
は
で

き
ま
せ
ん
）
ま
た
、
こ
の
区
間
は
終

日
毎
時
三
十
キ
・
財
の
速
度
制
限
と
な

り
ま
す
。
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午

前
八
時
三
十
分

（
た
だ
し
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　
去
る
九
月
一
日
、
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念

市
民
体
育
大
会
の
ス
ナ
ッ
プ
（
写
真
）
。
こ
の
日
は
、
大
ぜ
い
の
市
民
が
童
心
に
帰

っ
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
応
援
団
は
趣
向
を
こ
ら
し
、
さ
な
が
ら
仮
装
合
載
。
け
っ
き
ょ
く

総
合
優
勝
は
中
条
チ
ー
ム
に
、
応
援
賞
は
水
沢
南
チ
ー
ム
に
あ
が
り
ま
し
た
。

明
日
の
十
日
町
市
発
展
の
た
め
頑
張
ろ
う
。
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　歳出決算額
　　　の推移
O昭和48年震は見込額

一

淵
へ
劉
慧
業
累
淵

娼
年
穫

47
年
度

弱
年
震

43
耳
雇

引
年
震

39

年
慶

37
年
壌

35

葎
屋

33

年
屋

翁
年
度

29

隼
屋

じ
　
　
レ
　
　
　
　
ー
　
　
』
）
　
1
　
　
』
』
9
「

う
ぎ
O
圭
し
劃
舅

噸
《
　
　
　
《
　
　
　
一
覧
　
リ
フ
噸
．
　
，

市
制
施
行
⑳
年
の
歩
み
は
順
調

　
十
日
町
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
の

こ
と
で
す
か
ら
、
こ
と
し
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
歩
ん
で
き
た
二
十
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、

着
実
な
足
ど
り
で
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し

将
来
へ
の
展
望
も
非
常
に
明
る
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
財
政
、
所
得
、
人
口
の
推
移
を
中
心
に
発
展
ぶ

り
を
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

繭
町
六
ヵ
村
が
合
併
し
て
市
に

　
昭
和
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
に

十
日
町
と
川
治
、

六
箇
、
中
条
の
村

が
一
緒
に
な
っ
て

人
口
三
万
二
千

八
十
五
人
．
世
帯

数
五
千
三
百
八
十

二
、
面
積
一
〇
五
・
二
九
平
方
キ
。
矧

の
「
十
日
町
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
．
同
年
十
二
月
一
日
吉
田
村
を
翌

三
十
年
二
月
一
日
下
条
村
を
合
併
し

て
さ
ら
に
三
十
七
年
四
月
一
日
水
沢

村
を
合
併
し
て
総
面
積
二
一
一
・
四

四
平
方
キ
。
耕
、
人
口
五
万
人
の
現

在
の
十
日
町
市
の
形
態
が
で
き
あ
が

・80

7

市市市吊市市吊

人ロの推移（国勢調査人口）

　昭和50・60年‘雛蹴人口　裏

　　　　　　　　　　　　！

5
　
　
　
　
　
4
力
円

4万人

60年50年45年40年35年膚30年

⇔の

り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的

に
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

5万ノ

健
全
財
政
を

維
持

⑳
応
ゆ
0
5
0
0
9
5

人当たり市民所得と県民所得

　所得水準（県一loo％）

圃市民所得

口眠鱒

　
新
生
「
十
日
町
市
」
は
、
純
農
村

が
ほ
と
ん
ど
を
し
め
、
十
日
町
を
中

心
と
し
た
織
物
工
場
は
、
年
間
二
十

五
億
円
の
生
産
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
　
市
の
予
算
も
、
別
表
の
と
お
り
昭

和
二
十
九
年
歳
出
決
算
額
が
千
四
百

三
十
七
万
二
千
円
で
あ
っ
た
も
の
が

婁

70
　
6
0
　
50
　
4
0
　
3
0
　
2
0
　
ゆ
・
り
国
年　38　　39　　40　　41　　42　　43　　44　　45
屡

　1人当たり市民濯用者所得と
　県民雇用者所得（桝林艦難鱒
。1　　履劇人豊，’勅

三
十
一
年
に
三
億
八
千
九
百
五
十
四

万
円
と
な
り
、
こ
の
年
か
ら
財
政
規

模
は
年
を
追
っ
て
大
き
く
伸
び
、
ま

ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
施
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

県久月■
一産纂1人当たり平均

圏口
市　　県
民　　民
賜　　雇
用　　用
者　　者
所　　所
得　　得

舜lir∫

璽　葺

肇’

薯…霧
li

ii事

斑

舘
…髪；膨

…
㎜
9
0
8
0
η
6
0
5
0

40

麺腓嚢難1
　　ご38394041424344454647　　響

　
し
か
し
、
ま
だ
く
財
源
が
不
足

で
国
の
援
助
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
依
然
と
し
て
財
政
力
の
向
上
が

市
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

市
民
所
得

市
民
一
人
あ
た
り
六
十
七
万
円

　
く
ら
し
向
き
を
み
て
み
ま
す
と
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
農
業
構

造
改
善
、
工
場
経
営
の
合
理
化
、
改

善
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
総
生
産
、
市
民
所
得

（
分
配
所
得
）
と
も
め
ざ
ま
し
く
向

上
し
て
い
ま
す
。
　
（
表
二
）

　
市
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
は
、
昭

和
三
十
八
年
に
は
十
五
万
円
だ
っ
た

も
の
が
十
年
後
の
昭
和
四
十
七
年
に

は
六
十
七
万
円
と
四
・
五
倍
近
く
に

な
り
、
県
民
所
得
の
五
十
六
万
円
を

大
幅
に
上
回
っ
て
、
県
下
二
十
市

中
、
三
条
、
新
潟
、
長
岡
市
に
つ
い

で
四
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
業
生
産
額
も
順
調
に
の
び

て
、
昭
和
三
十
八
年
が
百
＋
四
億
三

千
万
円
．
そ
し
て
昭
和
四
十
七
年
に

は
四
百
六
十
七
億
千
三
百
七
十
九
万

円
と
こ
ち
ら
も
四
・
一
倍
に
の
び
て

い
ま
す
。

発
展
ぶ
り
を
し
め
一
“

す
商
店
街
の
変
容
嚇

　
さ
ら
に
市
の
発
展
ぶ
り
を
曇
徴
す

る
も
の
と
し
て
市
街
地
（
商
店
街
）

の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
で

す
。　
本
町
通
り
商
店
街
を
中
心
に
、
国

道
一
一
七
号
線
沿
線
や
駅
通
り
等
は

特
に
整
備
が
進
み
、
店
舗
改
造
や
歩

道
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
な
ど
、
買

物
に
便
利
な
う
え
、
明
る
さ
と
活
気

に
あ
ふ
れ
、
“
昔
〃
と
み
ち
が
え
る

ば
か
り
で
す
。
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驚

瓢
灘

　
　
文
化
面
も
充
実

　
昭
和
三
十
七
年
市
民
体
育
館
、
四

十
年
市
民
プ
ー
ル
、
四
十
二
年
青
少

年
ホ
ー
ム
、
四
十
六
年
市
民
会
館
が

建
設
さ
れ
、
交
化
、
ス
ポ
ー
ッ
の
充

実
に
力
が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
伝
統
芸
能
の
復
活
、
文

化
財
の
発
堀
保
存
な
ど
が
年
々
盛
ん

に
な
り
、
産
業
都
市
と
し
て
ば
か
り

で
な
く
、
文
化
都
市
と
し
て
も
地
歩

を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

襯
無
禰

住
み
よ
い
町
の
発
展
を

　
市
制
が
し
か
れ
て
、
二
十
星
霜
、

人
生
で
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
村
合
併
以
前
は
、
町

ぬ
懸
澤
縫

村
が
ち
が
う
こ
と
に
よ
り
人
間
関
係

は
疎
遠
で
あ
っ
た
、
が
、
合
併
に
よ
り

こ
の
広
ま
り
が
増
大
し
た
こ
と
は
、

｝榊

垂

アーケード建設で近代的商店街に

生まれかわった本町通り

若
人
の
殿
堂
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

人
間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
市
制
が
し
か
れ
道
路
の

整
備
、
冬
期
交
通
確
保
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
の
．
面
ぐ

年
々
発
展
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
一
面
行
政

の
広
が
り
に
よ
り
、
目
の
届
か
な
い

口
の
あ
た
ら
な
い
点
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
分
の
幸
福
は
他
人
の
幸
福
に

つ
な
が
る
よ
う
な
行
政
の
あ
リ
方
や

お
互
い
の
心
ぐ
み
に
よ
り
住
み
よ
い

町
の
発
展
を
心
か
ら
念
じ
て
い
る
。

　
　
「
市
民
の
う
た
」
を

　
二
十
年
前
の
私
達
の
夢
は
実
現
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い
町
を
お
つ

こ
れ
か
、
り
も
ど
ん
ど
ん
発
展

す
る
十
日
町
市

　
こ
の
よ
う
に
二
十
年
間
の
う
ち
に

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た
十
日
町

市
の
将
来
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
　
関
越
高
速
道
に
接

続
す
る
国
県
市
道
の
整
備
、
北
越
北

線
の
開
通
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
る

と
同
時
に
本
市
工
業
生
産
額
の
九
十

五
．
欝
を
し
め
る
織
物
は
、
全
国
有
数

の
高
級
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
飛
躍

的
に
発
展
、
工
業
生
産
額
は
も
ち
ろ

ん
市
民
所
得
も
急
ピ
ッ
チ
に
上
昇
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

く
り
い
た
だ
い
た
市
長
さ
．
ん
を
は
じ

め
、
各
方
面
に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
．
方

々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
中
心
産

業
に
携
わ
っ
て
い
る
労
使
の
み
な
さ

蟄
　
　
　
　
　
　
　
登
坂
せ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
通
り
）

ん
の
努
力
で
、
こ
の
ま
ち
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
全
市
民
が
ひ
と
つ
に
溶
け
あ
っ
て

声
高
ら
か
に
歌
え
る
市
民
の
う
た
が

で
き
た
ぢ
と
思
い
ま
す
。

　
政
治
は
人
が
、
人
こ
そ
宝
、
宝
を

磨
さ
あ
げ
る
努
力
を
各
家
庭
で
励
み

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

工業生産額の95％をしめる織物は、全
国有数の高級絹織物の産地として飛躍

的に発展しています。

猿號初ま
ち
に
．
．
．
．
．
．

　
ど
ん
な
に
ま
ち
が
発
展
し
て
み
て

も
、
市
民
み
ん
な
が
住
み
や
す
さ
と

幸
福
感
を
感
じ
な
い
ま
ち
で
あ
っ
て

は
な
ん
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
十
日
町
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
十
日
町
市
に
住
み
た
い
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
の
実
現
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
路
の
改
良
と
舗

装
、
な
だ
れ
の
危
険
を
無
く
し
、
交

通
を
便
利
に
し
、
道
路
の
無
雪
化
を

進
め
ま
す
。

　
年
次
計
画
で
下
水
道
の
施
設
を
つ

く
り
、
自
然
の
川
を
と
り
も
ど
し
、

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
さ
す
。

　
工
業
を
ま
す
く
盛
ん
に
す
る
た

め
、
織
物
工
業
団
地
を
つ
く
る
な

ど
、
産
業
環
境
の
整
備
を
は
か
り
、

公
害
の
起
き
な
い
整
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
し
ま
す
。

着々すすむ道路改良
舗装工事

農業は田を耕地整理し、機械を

使えるようにしたり、共同の仕
事をすすめます。

　
商
業
は
交
通
網
の
発
達
に
伴
い
、

商
圏
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。

　
農
業
は
、
田
を
耕
地
整
理
し
、
機

械
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
り
共
同
の

仕
事
を
進
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
苗

揚
山
麓
の
開
発
、
魚
沼
ス
ヵ
イ
ラ
イ

ン
、
当
間
山
自
然
公
園
の
造
成
な
ど

を
行
な
い
、
広
い
め
ぐ
ま
れ
た
土

地
、
豊
か
な
水
、
す
ぐ
れ
た
自
然
を

あ
わ
せ
て
開
発
し
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
．

　
二
十
年
間
の
発
展
を
基
礎
に
、
こ

う
し
た
考
え
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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年
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年
度

弱
年
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耳
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年
震

39

年
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37
年
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度
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噸
《
　
　
　
《
　
　
　
一
覧
　
リ
フ
噸
．
　
，

市
制
施
行
⑳
年
の
歩
み
は
順
調

　
十
日
町
市
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
の

こ
と
で
す
か
ら
、
こ
と
し
は
市
制
施
行
二
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
歩
ん
で
き
た
二
十
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、

着
実
な
足
ど
り
で
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し

将
来
へ
の
展
望
も
非
常
に
明
る
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
財
政
、
所
得
、
人
口
の
推
移
を
中
心
に
発
展
ぶ

り
を
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

繭
町
六
ヵ
村
が
合
併
し
て
市
に

　
昭
和
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
に

十
日
町
と
川
治
、

六
箇
、
中
条
の
村

が
一
緒
に
な
っ
て

人
口
三
万
二
千

八
十
五
人
．
世
帯

数
五
千
三
百
八
十

二
、
面
積
一
〇
五
・
二
九
平
方
キ
。
矧

の
「
十
日
町
市
」
が
誕
生
し
ま
し

た
．
同
年
十
二
月
一
日
吉
田
村
を
翌

三
十
年
二
月
一
日
下
条
村
を
合
併
し

て
さ
ら
に
三
十
七
年
四
月
一
日
水
沢

村
を
合
併
し
て
総
面
積
二
一
一
・
四

四
平
方
キ
。
耕
、
人
口
五
万
人
の
現

在
の
十
日
町
市
の
形
態
が
で
き
あ
が

・80

7
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り
、
新
し
い
ま
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づ
く
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が
本
格
的
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の
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す
。

5万ノ

健
全
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新
生
「
十
日
町
市
」
は
、
純
農
村

が
ほ
と
ん
ど
を
し
め
、
十
日
町
を
中

心
と
し
た
織
物
工
場
は
、
年
間
二
十

五
億
円
の
生
産
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
　
市
の
予
算
も
、
別
表
の
と
お
り
昭

和
二
十
九
年
歳
出
決
算
額
が
千
四
百

三
十
七
万
二
千
円
で
あ
っ
た
も
の
が
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三
十
一
年
に
三
億
八
千
九
百
五
十
四

万
円
と
な
り
、
こ
の
年
か
ら
財
政
規

模
は
年
を
追
っ
て
大
き
く
伸
び
、
ま

ち
づ
く
り
や
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
施
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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し
か
し
、
ま
だ
く
財
源
が
不
足

で
国
の
援
助
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
依
然
と
し
て
財
政
力
の
向
上
が

市
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

市
民
所
得

市
民
一
人
あ
た
り
六
十
七
万
円

　
く
ら
し
向
き
を
み
て
み
ま
す
と
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
農
業
構

造
改
善
、
工
場
経
営
の
合
理
化
、
改

善
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
総
生
産
、
市
民
所
得

（
分
配
所
得
）
と
も
め
ざ
ま
し
く
向

上
し
て
い
ま
す
。
　
（
表
二
）

　
市
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
は
、
昭

和
三
十
八
年
に
は
十
五
万
円
だ
っ
た

も
の
が
十
年
後
の
昭
和
四
十
七
年
に

は
六
十
七
万
円
と
四
・
五
倍
近
く
に

な
り
、
県
民
所
得
の
五
十
六
万
円
を

大
幅
に
上
回
っ
て
、
県
下
二
十
市

中
、
三
条
、
新
潟
、
長
岡
市
に
つ
い

で
四
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
業
生
産
額
も
順
調
に
の
び

て
、
昭
和
三
十
八
年
が
百
＋
四
億
三

千
万
円
．
そ
し
て
昭
和
四
十
七
年
に

は
四
百
六
十
七
億
千
三
百
七
十
九
万

円
と
こ
ち
ら
も
四
・
一
倍
に
の
び
て

い
ま
す
。

発
展
ぶ
り
を
し
め
一
“

す
商
店
街
の
変
容
嚇

　
さ
ら
に
市
の
発
展
ぶ
り
を
曇
徴
す

る
も
の
と
し
て
市
街
地
（
商
店
街
）

の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
で

す
。　
本
町
通
り
商
店
街
を
中
心
に
、
国

道
一
一
七
号
線
沿
線
や
駅
通
り
等
は

特
に
整
備
が
進
み
、
店
舗
改
造
や
歩

道
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
な
ど
、
買

物
に
便
利
な
う
え
、
明
る
さ
と
活
気

に
あ
ふ
れ
、
“
昔
〃
と
み
ち
が
え
る

ば
か
り
で
す
。
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驚

瓢
灘

　
　
文
化
面
も
充
実

　
昭
和
三
十
七
年
市
民
体
育
館
、
四

十
年
市
民
プ
ー
ル
、
四
十
二
年
青
少

年
ホ
ー
ム
、
四
十
六
年
市
民
会
館
が

建
設
さ
れ
、
交
化
、
ス
ポ
ー
ッ
の
充

実
に
力
が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
伝
統
芸
能
の
復
活
、
文

化
財
の
発
堀
保
存
な
ど
が
年
々
盛
ん

に
な
り
、
産
業
都
市
と
し
て
ば
か
り

で
な
く
、
文
化
都
市
と
し
て
も
地
歩

を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

襯
無
禰

住
み
よ
い
町
の
発
展
を

　
市
制
が
し
か
れ
て
、
二
十
星
霜
、

人
生
で
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
村
合
併
以
前
は
、
町

ぬ
懸
澤
縫

村
が
ち
が
う
こ
と
に
よ
り
人
間
関
係

は
疎
遠
で
あ
っ
た
、
が
、
合
併
に
よ
り

こ
の
広
ま
り
が
増
大
し
た
こ
と
は
、

｝榊

垂

アーケード建設で近代的商店街に

生まれかわった本町通り

若
人
の
殿
堂
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

人
間
形
成
に
大
き
な
役
割
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。
市
制
が
し
か
れ
道
路
の

整
備
、
冬
期
交
通
確
保
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
の
．
面
ぐ

年
々
発
展
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
一
面
行
政

の
広
が
り
に
よ
り
、
目
の
届
か
な
い

口
の
あ
た
ら
な
い
点
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
分
の
幸
福
は
他
人
の
幸
福
に

つ
な
が
る
よ
う
な
行
政
の
あ
リ
方
や

お
互
い
の
心
ぐ
み
に
よ
り
住
み
よ
い

町
の
発
展
を
心
か
ら
念
じ
て
い
る
。

　
　
「
市
民
の
う
た
」
を

　
二
十
年
前
の
私
達
の
夢
は
実
現
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い
町
を
お
つ

こ
れ
か
、
り
も
ど
ん
ど
ん
発
展

す
る
十
日
町
市

　
こ
の
よ
う
に
二
十
年
間
の
う
ち
に

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た
十
日
町

市
の
将
来
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
発

展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
　
関
越
高
速
道
に
接

続
す
る
国
県
市
道
の
整
備
、
北
越
北

線
の
開
通
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
る

と
同
時
に
本
市
工
業
生
産
額
の
九
十

五
．
欝
を
し
め
る
織
物
は
、
全
国
有
数

の
高
級
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
飛
躍

的
に
発
展
、
工
業
生
産
額
は
も
ち
ろ

ん
市
民
所
得
も
急
ピ
ッ
チ
に
上
昇
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

く
り
い
た
だ
い
た
市
長
さ
．
ん
を
は
じ

め
、
各
方
面
に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
．
方

々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
中
心
産

業
に
携
わ
っ
て
い
る
労
使
の
み
な
さ

蟄
　
　
　
　
　
　
　
登
坂
せ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駅
通
り
）

ん
の
努
力
で
、
こ
の
ま
ち
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
全
市
民
が
ひ
と
つ
に
溶
け
あ
っ
て

声
高
ら
か
に
歌
え
る
市
民
の
う
た
が

で
き
た
ぢ
と
思
い
ま
す
。

　
政
治
は
人
が
、
人
こ
そ
宝
、
宝
を

磨
さ
あ
げ
る
努
力
を
各
家
庭
で
励
み

た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

工業生産額の95％をしめる織物は、全
国有数の高級絹織物の産地として飛躍

的に発展しています。

猿號初ま
ち
に
．
．
．
．
．
．

　
ど
ん
な
に
ま
ち
が
発
展
し
て
み
て

も
、
市
民
み
ん
な
が
住
み
や
す
さ
と

幸
福
感
を
感
じ
な
い
ま
ち
で
あ
っ
て

は
な
ん
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
十
日
町
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
十
日
町
市
に
住
み
た
い
と
い

わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
の
実
現
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
道
路
の
改
良
と
舗

装
、
な
だ
れ
の
危
険
を
無
く
し
、
交

通
を
便
利
に
し
、
道
路
の
無
雪
化
を

進
め
ま
す
。

　
年
次
計
画
で
下
水
道
の
施
設
を
つ

く
り
、
自
然
の
川
を
と
り
も
ど
し
、

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
さ
す
。

　
工
業
を
ま
す
く
盛
ん
に
す
る
た

め
、
織
物
工
業
団
地
を
つ
く
る
な

ど
、
産
業
環
境
の
整
備
を
は
か
り
、

公
害
の
起
き
な
い
整
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
し
ま
す
。

着々すすむ道路改良
舗装工事

農業は田を耕地整理し、機械を

使えるようにしたり、共同の仕
事をすすめます。

　
商
業
は
交
通
網
の
発
達
に
伴
い
、

商
圏
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。

　
農
業
は
、
田
を
耕
地
整
理
し
、
機

械
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
り
共
同
の

仕
事
を
進
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
苗

揚
山
麓
の
開
発
、
魚
沼
ス
ヵ
イ
ラ
イ

ン
、
当
間
山
自
然
公
園
の
造
成
な
ど

を
行
な
い
、
広
い
め
ぐ
ま
れ
た
土

地
、
豊
か
な
水
、
す
ぐ
れ
た
自
然
を

あ
わ
せ
て
開
発
し
、
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
．

　
二
十
年
間
の
発
展
を
基
礎
に
、
こ

う
し
た
考
え
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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よ
い
風
習
を
育
て
ま
す

市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
制
定

　
市
で
は
　
市
民
憲
章
制
定
委
員
会

の
答
申
を
得
て
、
こ
の
ほ
ど
市
民
憲

章
「
市
民
の
願
い
」
を
制
定
、
十
月

十
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
制
施

行
二
十
周
年
記
念
式
典
で
発
表
し
ま

す
。　
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
手

に
よ
る
市
民
の
為
の
憲
章
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
の
立
場
か
ら
、
全
市
民
に

広
く
意
見
を
求
め
た
こ
と
。
　
「
市
民

憲
章
」
は
あ
ま
り
に
も
堅
苦
し
い
の

で
、
「
市
民
の
願
い
」
と
し
、
そ
の

形
式
も
「
し
ま
し
ょ
う
」
「
い
た
し

ま
し
ょ
う
」
調
を
さ
け
、
あ
く
ま
で

も
自
己
念
願
調
と
し
ま
し
た
．
ま
た

こ
の
市
民
の
願
い
の
詩
文
は
、
一
応

五
節
か
ら
な
り
、
今
日
と
い
う
表
現

が
力
強
く
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
明

日
（
将
来
）
へ
つ
づ
く
今
日
で
あ
り

今
日
は
、
昨
日
（
過
去
）
あ
っ
て
の

今
日
（
現
在
）
で
あ
り
ま
す
。
将
来

へ
の
発
展
に
つ
づ
く
と
い
う
形
で
、

今
励
め
、
継
続
は
力
な
り
が
根
幹
を

な
し
て
い
ま
す
。

　
　
〔
説
　
明
〕

　
留
の
国
の
き
も
の
の
町
で

　
ー
個
性
豊
か
な
特
色
あ
る
十
日
町

に
愛
着
と
誇
り
を
ー
お
だ
や
か
な
山

波
に
囲
ま
れ
、
美
し
い
四
季
、
澄
め

る
大
気
、
峻
厳
で
あ
る
が
清
ら
か
な

雪
、
豊
か
な
水
、
美
し
い
緑
、
肥
沃

な
土
地
と
恵
ま
れ
た
自
然
、
遠
く
千

余
年
前
か
ら
織
り
つ
が
れ
、
語
り
つ

が
れ
、
受
け
つ
が
れ
て
き
た
美
し
い

織
物
、
き
も
の
の
ま
ち
、
自
然
と
人

工
の
調
和
し
た
ま
ち
、
そ
こ
に
生
ま

れ
、
育
ち
住
ん
で
い
る
。
改
め
て
心

の
奥
に
た
ず
ね
て
も
み
た
い
．

　
今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

　
明
日
を
夢
み
て

　
ー
住
み
よ
く
豊
か
な
十
日
町
市
へ

の
理
想
を
か
か
げ
よ
う
1
人
情
風
俗

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
人
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

純
朴
で
温
和
な
十
日
町
だ
が
、
日
進

月
歩
の
世
の
中
で
あ
る
。
人
も
健
康

ま
ち
も
健
康
な
十
日
町
市
、
そ
の
発

展
の
姿
を
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
描
き

夢
を
も
っ
た
市
民
で
あ
り
た
い
。

　
今
日
に
限
リ
な
い
感
謝

　
を
さ
さ
げ

　
1
感
謝
の
心
は
す
べ
て
の
基
．
本
ー

今
日
の
十
日
町
市
を
、
そ
し
て
わ
た

し
た
ち
を
招
集
し
た
先
人
、
先
輩
、

力
を
合
わ
廿
た
郷
党
の
士
に
限
り
な

い
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
た
い
。

　
今
日
を
人
々
の
か
め
に
働
け

　
る
こ
と
を

　
1
世
の
人
あ
っ
て
わ
れ
あ
り
、
そ

し
て
わ
れ
あ
っ
て
人
あ
り
ー
健
康
で

さ
ら
に
さ
ら
に
こ
の
町
の
発
展
の
た

め
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
に
喜
び
を
持
ち
た
い
。

　
そ
こ
に
、
生
が
い
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
う
。

　
念
じ
て
や
ま
な
い

　
ー
つ
く
づ
く
と
誠
に
思
い
た
ゆ
ま

ぬ
力
で
継
続
を
ー
そ
う
い
う
こ
と
を

そ
れ
ら
を
わ
た
く
し
た
ち
は
市
民
の

ま
こ
と
と
し
て
持
ち
た
い
．
持
ち
つ

づ
け
た
い
。
そ
こ
に
限
り
な
い
発
展

が
続
く
。

晴
れ
て
56
個
人
・
7
団
体
を
表
彰

1
2
0
周
年
記
念
式
典
席
上
で
i

　
市
制
施
行
二
＋
周
年
を
迎
え
、
記

念
式
典
が
十
月
十
二
日
、
市
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
席
上
、

市
を
こ
れ
ま
で
に
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
う
ち
、
五
十
六
個
人
・
七

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
表
彰
さ
れ

る
方
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
ほ
う
賞
規
則
に
よ
る
表
彰
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
市
議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
以

上
勤
務
…
　
石
坂
正
隆
、
竹
内
真
、

大
島
昭
三
、
山
田
正
邦
、
阿
部
ケ
イ

柳
宗
平
．
島
田
直
治
、
庭
野
吉
郎
、

塩
川
好
司
、
尾
身
美
教
▽
市
農
業
委

員
と
し
て
十
五
年
以
上
勤
務
…
…
樋

熊
秀
一
、
米
山
豊
平
▽
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
と
し
て
十
五
年
以
上

勤
務
：
…
保
坂
徳
一
▽
市
政
事
務
嘱

託
員
と
し
て
十
五
年
以
上
勤
務
…
・

関
口
美
影
、
池
田
金
策
▽
市
納
税
組

合
長
と
し
て
二
十
年
以
上
勤
務
…
…

阿
部
国
治
、
阿
部
昇
．
庭
野
武
三
▽

市
職
員
と
し
て
三
十
年
以
上
勤
務
…

…
富
井
喜
雄
、
渡
辺
福
栄
、
内
山
仙

吉
、
佐
野
喜
市
、
林
チ
ヨ
、
桑
原
一

郎
▽
林
野
管
理
常
設
委
員
と
し
て
二

十
年
以
上
勤
務
…
…
池
田
喜
好
庭

野
五
良
左
工
門
▽
消
防
団
員
と
し
て

三
十
年
以
上
勤
務
…
…
島
田
善
作
、

樋
口
朝
則
、
小
川
栄
松
、
大
島
茂
八

村
山
勇
吉
、
庭
野
静
彦
、
大
島
福
治

藤
田
豊
平
、
田
村
保
、
村
山
益
栄
、

春
日
虎
之
助
、
酒
井
岡
平
、
根
津
亀

三
郎
▽
消
防
委
員
と
し
て
二
十
年
以

上
勤
務
…
…
三
輪
孝
義
▽
市
統
計
調

査
員
と
し
て
二
十
年
以
卜
勤
務
－

保
坂
久
一
。

　
二
十
周
年
記
念
表
彰
者

〈
団
体
の
部
〉

　
▽
地
域
の
商
工
振
興
及
び
地
域
開

発
に
尽
力
！
－
下
条
地
区
商
工
青
年

部
会
（
代
表
・
平
沢
英
一
）
▽
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
り
圃
場
整
備
を

し
、
近
代
化
に
よ
り
、
市
内
の
稲
作

経
営
の
模
範
と
な
る
…
…
小
泉
集
団

栽
培
組
合
（
代
表
・
酒
井
浩
司
）
▽

豪
雪
地
で
果
樹
栽
培
を
実
施
し
、
先

駆
者
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い

る
…
…
黒
沢
栗
生
産
組
合
（
代
表
・

宮
沢
金
作
）
▽
部
落
有
地
の
造
林
事

業
の
推
進
に
尽
力
…
…
鐙
坂
部
落

（
代
表
・
小
山
哲
夫
）
姿
部
落
（
代

表
・
保
坂
新
）
▽
学
校
林
育
成
に
尽

力
…
…
市
立
水
沢
中
学
校
（
代
表
・

庭
野
基
）
▽
長
年
に
わ
た
り
交
通
安

全
運
動
に
尽
力
…
…
市
交
通
安
全
協

会
（
代
表
・
石
坂
賢
次
）
。

〈
個
人
の
部
V

　
▽
市
勢
の
伸
展
に
尽
力
…
…
村
山

謙
吉
、
小
川
彦
一
郎
、
高
木
佐
五
郎

▽
教
育
の
振
興
に
尽
力
…
…
小
海
隆

三
郎
▽
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
…

…
山
内
正
豊
▽
産
業
の
開
発
に
尽
力

…
根
津
茂
、
堤
栄
二
、
田
口
芳
孝

▽
商
店
街
振
興
に
尽
力
…
－
山
内
軍

平
▽
福
祉
の
推
進
に
尽
カ
ー
…
小
林

賢
秀
、
後
藤
唯
七
、
村
山
米
平
、
上

村
順
平
▽
交
通
安
全
に
尽
カ
ー
－
山

内
与
喜
男
▽
防
災
に
尽
力
…
…
菅
村

新
蔵
、

　
十
月
下
旬
に
記
念

　
誌
を
配
布
予
定

　
市
で
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年
記

念
誌
の
作
製
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
十
月
下
旬
、
市
政
事
務
嘱

託
員
を
通
じ
各
家
庭
に
配
布
す
る
予

定
で
す
。

覇
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携

に
つ
い
て
議
決

　
市
議
会
第
一
、
↓
回
定
例
会
は
、
去
る

九
月
卜
七
日
か
ら
．
．
卜
四
日
ま
で
開
・

か
れ
、
．
、
卜
．
．
一
議
案
を
審
議
、
卜
九

議
案
を
可
決
（
う
ち
修
正
可
決
ご
．
件
、

同
意
．
一
件
）
四
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
に
付
託
し
よ
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
お
も
な
条
例
は
、
附

属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
看

護
婦
（
士
）
、
準
看
護
婦
（
士
）
修
学
資

金
貸
与
条
例
、
都
市
公
園
条
例
の
一

部
改
正
、
姉
妹
都
市
の
提
携
、
一
般

会
計
補
正
予
算
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
は
、
お
互
い
の
知
識
と

見
聞
を
広
め
る
と
同
時
に
、
両
市
の

教
育
、
文
化
、
経
済
の
交
流
を
は
か

リ
、
国
際
親
善
と
友
好
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
提
携
す
る
も
の
で

コ
モ
市
の
招
待
を
受
け
て
か
ら
調
印

式
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出

と
も
一
億
三
千
九
百
九
十
九
万
四
千

円
追
加
補
正
し
、
歳
入
歳
出
総
額
三

十
八
億
九
十
六
万
一
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
お
も
な
も
の
は
、
9
圧
雪
用
雪
上
車

購
入
費
追
加
六
百
万
円
、
市
道
舗
装

工
事
費
追
加
五
千
八
十
万
円
、
埋
蔵

文
化
財
緊
急
発
堀
調
査
人
夫
賃
等
四

百
五
十
万
七
千
円
、
看
護
婦
（
士
）
、
準

看
護
婦
（
士
）
修
学
資
金
貸
付
金
百
四

十
四
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　ハイこちらは十日町地域消防署です　とテ
キパキした電話の声。これは川治‘内後／地内

に建設中の十日町地域消防本部・署庁舎がこ

のほど完成し、10月15日からの移転を前にし

た訓練のひとこまです，

輔
舗
に
大
き
な
期
待

　
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
部
三
階
建
て
、
延
べ
一
九
一
〇

平
方
層
（
五
七
九
坪
）
の
立
派
な
建

物
で
、
一
階
は
屈
折
は
し
ご
付
消
防

車
、
化
学
消
防
車
、
新
鋭
救
急
車
等

消
防
関
係
車
輌
＋
台
を
格
納
す
る
車

庫
、
仮
眠
室
等
で
す
。
二
階
は
、
事

務
室
、
通
信
室
、
会
議
室
等
が
あ

り
、
三
階
は
各
種
講
習
等
が
開
催
で

き
る
講
堂
、
印
刷
室
等
が
あ
り
ま
す

火
災
予
防
に
重
点

　
火
災
の
鎮
圧
　
救
急
活
動
の
二
つ

　
　
　
　
　
　
広
域
消
防
の
シ

　
　
　
　
　
　
ン
ボ
ル
・
消
防

庁
舎
が
完
成
．

消
防
車
輌
も
勢

ぞ
ろ
い
。

は
、
消
防
署
の
重
要
な
仕
事
で
す
が

火
災
を
だ
さ
な
い
た
め
の
予
防
活
動

に
、
よ
り
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま

す
。　
し
た
が
っ
て
、
■
石
油
や
ガ
ス
な

ど
危
険
物
の
規
制
取
り
締
り
■
各
家

庭
を
巡
回
し
て
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
場
所
、
防
火
上
不
備
な
所
を
事

前
に
テ
ェ
ッ
ク
し
指
導
す
る
予
防
査

察
■
家
屋
の
新
築
な
ど
に
伴
う
建
築

同
意
の
仕
事
■
消
火
器
や
火
災
報
知

機
な
ど
の
使
用
方
法
や
相
談
な
ど
が

消
防
署
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

郡
市
で
共
同
設
置

　
十
日
町
市
と
津
南
・
川
西
町
．
中

里
村
は
自
然
条
件
、
生
活
環
境
を
は

火事・救急車は
　電話119番
お間い合わせは
電話7－1555番（代表1

有線53119番

通
信
指
令
も
真
剣
に
．

じ
め
経
済
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
中
魚
地
方
の
消
防
行
政
は
、
火

災
や
自
然
災
害
に
対
し
て
、
市
町
村

の
ワ
ク
を
は
ず
し
て
共
同
処
理
し
よ

う
と
昨
年
四
月
、
一
部
事
務
組
ム
n
方

式
に
よ
り
、
広
域
消
防
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
．
四
市
町
村
の
面
檀
は
、
五

八
七
平
方
キ
。
耕
と
広
範
囲
に
わ
た
る

た
め
、
十
日
町
市
に
消
防
庁
舎
を
お

く
ほ
か
、
津
南
・
川
西
町
に
分
遣
所

を
設
置
し
ま
し
た
。

通
報
は
す
ば
や
く

正
確
に

　
火
災
は
、
早
く
発
見
し
、
早
く
消

防
署
へ
通
報
す
る
こ
と
が
，
被
害
を

最
少
限
に
く
い
と
め
る
絶
対
の
条
件

で
す
。
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た
と

き
は
、
一
一
九
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
発

生
現
場
を
わ
か
り
や
す
く
、
は
っ
き

新
鋭
通
信
指
令
装
置
を
完
備

　
通
信
室
に
は
、
新
鋭
通
信
指
令
装

置
並
び
に
構
内
電
話
交
換
機
が
連
動

で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
、
一
一
九
番

五
回
線
、
一
般
加
入
電
話
三
回
線
の

ほ
か
、
川
西
・
津
南
分
遣
所
へ
の
一

斉
指
令
回
線
を
は
じ
め
、
市
役
所
、

警
察
署
等
関
係
機
関
直
通
の
専
用
電

話
回
線
等
が
収
容
さ
れ
、
災
害
発
生

時
の
通
信
連
絡
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
は

か
ら
れ
ま
す
。

り
と
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
に
は
、
同
じ
地
名
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
◎
た
と
え
ば
「
や
ま

や
」
と
い
っ
て
も
、
吉
田
山
谷
な
の

か
、
六
箇
山
谷
な
の
か
わ
か
り
ま
せ

す
．　
通
報
者
は
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ

き
り
と
火
災
や
事
故
の
状
況
を
告
げ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
に
は

　
1
1
9
番
を

　
　
使
わ
な
い
で
／

　
火
災
の
と
き
に
一
一
九
番
を
ま
わ

し
て
「
火
事
は
ど
こ
で
す
か
」
な
ど

と
問
い
合
わ
せ
る
方
が
い
ま
す
。
一

一
九
番
は
非
常
用
の
電
話
で
す
。
火

事
の
間
い
合
わ
せ
な
ど
に
は
、
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
問
い

合
わ
せ
や
普
通
の
連
絡
に
は
、
曾
七

ー
一
五
五
五
番
（
代
表
）
有
線
電
話

五
三
一
一
九
番
へ
ど
う
ぞ
．

救
急
車
を
配
置

　
消
防
署
は
水
害
や
火
災
、
交
通
事

故
な
ど
に
よ
る
災
害
か
ら
、
私
た
ち

の
生
命
を
守
る
た
め
、
救
急
業
務
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
本
署
三
台
、
分

遣
所
に
各
一
台
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
救
急
車
に
は
、
救
急
の
医
薬
品

な
ど
を
備
え
・
昼
夜
の
区
別
な
く
二

十
四
時
間
市
民
か
ら
の
一
一
九
番
に

出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
や
風
水
害
、
火
災
な

ど
で
ケ
ガ
人
が
で
た
場
合
は
、
近
く

の
電
話
で
一
一
九
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

蕊懸

ま
す
と
、
消
防
署
へ
つ
な
が
り
ま

す
．
事
故
の
発
生
場
所
、
ケ
ガ
（
病

気
）
の
状
態
な
ど
を
は
っ
き
り
と
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
ど
ん
な
時
に

出
動
す
る
か

　
救
急
車
は
、
救
急
事
故
で
ケ
ガ
人

や
病
人
を
医
療
機
関
へ
急
い
で
は
こ

ぽ
な
け
れ
ば
、
生
命
に
危
険
が
あ
る

と
い
う
場
合
に
出
動
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
か
ぜ
や
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の

場
合
や
、
家
庭
内
で
発
生
し
た
病
気

な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

出
動
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
家
庭
内
で
生
じ
た
事
故

や
急
病
人
で
も
、
医
療
機
関
へ
病
人

を
は
こ
ぶ
適
当
な
方
法
が
な
い
場
合

や
、
急
い
で
病
院
へ
は
こ
ば
な
け
れ

ば
、
生
命
に
危
険
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
救
急
車
が
出
動
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
喪
す
。
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よ
い
風
習
を
育
て
ま
す

市
民
憲
章
「
市
民
の
願
い
」
制
定

　
市
で
は
　
市
民
憲
章
制
定
委
員
会

の
答
申
を
得
て
、
こ
の
ほ
ど
市
民
憲

章
「
市
民
の
願
い
」
を
制
定
、
十
月

十
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
制
施

行
二
十
周
年
記
念
式
典
で
発
表
し
ま

す
。　
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
手

に
よ
る
市
民
の
為
の
憲
章
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
の
立
場
か
ら
、
全
市
民
に

広
く
意
見
を
求
め
た
こ
と
。
　
「
市
民

憲
章
」
は
あ
ま
り
に
も
堅
苦
し
い
の

で
、
「
市
民
の
願
い
」
と
し
、
そ
の

形
式
も
「
し
ま
し
ょ
う
」
「
い
た
し

ま
し
ょ
う
」
調
を
さ
け
、
あ
く
ま
で

も
自
己
念
願
調
と
し
ま
し
た
．
ま
た

こ
の
市
民
の
願
い
の
詩
文
は
、
一
応

五
節
か
ら
な
り
、
今
日
と
い
う
表
現

が
力
強
く
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
明

日
（
将
来
）
へ
つ
づ
く
今
日
で
あ
り

今
日
は
、
昨
日
（
過
去
）
あ
っ
て
の

今
日
（
現
在
）
で
あ
り
ま
す
。
将
来

へ
の
発
展
に
つ
づ
く
と
い
う
形
で
、

今
励
め
、
継
続
は
力
な
り
が
根
幹
を

な
し
て
い
ま
す
。

　
　
〔
説
　
明
〕

　
留
の
国
の
き
も
の
の
町
で

　
ー
個
性
豊
か
な
特
色
あ
る
十
日
町

に
愛
着
と
誇
り
を
ー
お
だ
や
か
な
山

波
に
囲
ま
れ
、
美
し
い
四
季
、
澄
め

る
大
気
、
峻
厳
で
あ
る
が
清
ら
か
な

雪
、
豊
か
な
水
、
美
し
い
緑
、
肥
沃

な
土
地
と
恵
ま
れ
た
自
然
、
遠
く
千

余
年
前
か
ら
織
り
つ
が
れ
、
語
り
つ

が
れ
、
受
け
つ
が
れ
て
き
た
美
し
い

織
物
、
き
も
の
の
ま
ち
、
自
然
と
人

工
の
調
和
し
た
ま
ち
、
そ
こ
に
生
ま

れ
、
育
ち
住
ん
で
い
る
。
改
め
て
心

の
奥
に
た
ず
ね
て
も
み
た
い
．

　
今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

　
明
日
を
夢
み
て

　
ー
住
み
よ
く
豊
か
な
十
日
町
市
へ

の
理
想
を
か
か
げ
よ
う
1
人
情
風
俗

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い
明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
人
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

純
朴
で
温
和
な
十
日
町
だ
が
、
日
進

月
歩
の
世
の
中
で
あ
る
。
人
も
健
康

ま
ち
も
健
康
な
十
日
町
市
、
そ
の
発

展
の
姿
を
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
描
き

夢
を
も
っ
た
市
民
で
あ
り
た
い
。

　
今
日
に
限
リ
な
い
感
謝

　
を
さ
さ
げ

　
1
感
謝
の
心
は
す
べ
て
の
基
．
本
ー

今
日
の
十
日
町
市
を
、
そ
し
て
わ
た

し
た
ち
を
招
集
し
た
先
人
、
先
輩
、

力
を
合
わ
廿
た
郷
党
の
士
に
限
り
な

い
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
た
い
。

　
今
日
を
人
々
の
か
め
に
働
け

　
る
こ
と
を

　
1
世
の
人
あ
っ
て
わ
れ
あ
り
、
そ

し
て
わ
れ
あ
っ
て
人
あ
り
ー
健
康
で

さ
ら
に
さ
ら
に
こ
の
町
の
発
展
の
た

め
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
に
喜
び
を
持
ち
た
い
。

　
そ
こ
に
、
生
が
い
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
願
う
。

　
念
じ
て
や
ま
な
い

　
ー
つ
く
づ
く
と
誠
に
思
い
た
ゆ
ま

ぬ
力
で
継
続
を
ー
そ
う
い
う
こ
と
を

そ
れ
ら
を
わ
た
く
し
た
ち
は
市
民
の

ま
こ
と
と
し
て
持
ち
た
い
．
持
ち
つ

づ
け
た
い
。
そ
こ
に
限
り
な
い
発
展

が
続
く
。

晴
れ
て
56
個
人
・
7
団
体
を
表
彰

1
2
0
周
年
記
念
式
典
席
上
で
i

　
市
制
施
行
二
＋
周
年
を
迎
え
、
記

念
式
典
が
十
月
十
二
日
、
市
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
席
上
、

市
を
こ
れ
ま
で
に
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
う
ち
、
五
十
六
個
人
・
七

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
表
彰
さ
れ

る
方
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
ほ
う
賞
規
則
に
よ
る
表
彰
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
市
議
会
議
員
と
し
て
十
二
年
以

上
勤
務
…
　
石
坂
正
隆
、
竹
内
真
、

大
島
昭
三
、
山
田
正
邦
、
阿
部
ケ
イ

柳
宗
平
．
島
田
直
治
、
庭
野
吉
郎
、

塩
川
好
司
、
尾
身
美
教
▽
市
農
業
委

員
と
し
て
十
五
年
以
上
勤
務
…
…
樋

熊
秀
一
、
米
山
豊
平
▽
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
と
し
て
十
五
年
以
上

勤
務
：
…
保
坂
徳
一
▽
市
政
事
務
嘱

託
員
と
し
て
十
五
年
以
上
勤
務
…
・

関
口
美
影
、
池
田
金
策
▽
市
納
税
組

合
長
と
し
て
二
十
年
以
上
勤
務
…
…

阿
部
国
治
、
阿
部
昇
．
庭
野
武
三
▽

市
職
員
と
し
て
三
十
年
以
上
勤
務
…

…
富
井
喜
雄
、
渡
辺
福
栄
、
内
山
仙

吉
、
佐
野
喜
市
、
林
チ
ヨ
、
桑
原
一

郎
▽
林
野
管
理
常
設
委
員
と
し
て
二

十
年
以
上
勤
務
…
…
池
田
喜
好
庭

野
五
良
左
工
門
▽
消
防
団
員
と
し
て

三
十
年
以
上
勤
務
…
…
島
田
善
作
、

樋
口
朝
則
、
小
川
栄
松
、
大
島
茂
八

村
山
勇
吉
、
庭
野
静
彦
、
大
島
福
治

藤
田
豊
平
、
田
村
保
、
村
山
益
栄
、

春
日
虎
之
助
、
酒
井
岡
平
、
根
津
亀

三
郎
▽
消
防
委
員
と
し
て
二
十
年
以

上
勤
務
…
…
三
輪
孝
義
▽
市
統
計
調

査
員
と
し
て
二
十
年
以
卜
勤
務
－

保
坂
久
一
。

　
二
十
周
年
記
念
表
彰
者

〈
団
体
の
部
〉

　
▽
地
域
の
商
工
振
興
及
び
地
域
開

発
に
尽
力
！
－
下
条
地
区
商
工
青
年

部
会
（
代
表
・
平
沢
英
一
）
▽
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
り
圃
場
整
備
を

し
、
近
代
化
に
よ
り
、
市
内
の
稲
作

経
営
の
模
範
と
な
る
…
…
小
泉
集
団

栽
培
組
合
（
代
表
・
酒
井
浩
司
）
▽

豪
雪
地
で
果
樹
栽
培
を
実
施
し
、
先

駆
者
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い

る
…
…
黒
沢
栗
生
産
組
合
（
代
表
・

宮
沢
金
作
）
▽
部
落
有
地
の
造
林
事

業
の
推
進
に
尽
力
…
…
鐙
坂
部
落

（
代
表
・
小
山
哲
夫
）
姿
部
落
（
代

表
・
保
坂
新
）
▽
学
校
林
育
成
に
尽

力
…
…
市
立
水
沢
中
学
校
（
代
表
・

庭
野
基
）
▽
長
年
に
わ
た
り
交
通
安

全
運
動
に
尽
力
…
…
市
交
通
安
全
協

会
（
代
表
・
石
坂
賢
次
）
。

〈
個
人
の
部
V

　
▽
市
勢
の
伸
展
に
尽
力
…
…
村
山

謙
吉
、
小
川
彦
一
郎
、
高
木
佐
五
郎

▽
教
育
の
振
興
に
尽
力
…
…
小
海
隆

三
郎
▽
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
…

…
山
内
正
豊
▽
産
業
の
開
発
に
尽
力

…
根
津
茂
、
堤
栄
二
、
田
口
芳
孝

▽
商
店
街
振
興
に
尽
力
…
－
山
内
軍

平
▽
福
祉
の
推
進
に
尽
カ
ー
…
小
林

賢
秀
、
後
藤
唯
七
、
村
山
米
平
、
上

村
順
平
▽
交
通
安
全
に
尽
カ
ー
－
山

内
与
喜
男
▽
防
災
に
尽
力
…
…
菅
村

新
蔵
、

　
十
月
下
旬
に
記
念

　
誌
を
配
布
予
定

　
市
で
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年
記

念
誌
の
作
製
の
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
十
月
下
旬
、
市
政
事
務
嘱

託
員
を
通
じ
各
家
庭
に
配
布
す
る
予

定
で
す
。

覇
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携

に
つ
い
て
議
決

　
市
議
会
第
一
、
↓
回
定
例
会
は
、
去
る

九
月
卜
七
日
か
ら
．
．
卜
四
日
ま
で
開
・

か
れ
、
．
、
卜
．
．
一
議
案
を
審
議
、
卜
九

議
案
を
可
決
（
う
ち
修
正
可
決
ご
．
件
、

同
意
．
一
件
）
四
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
に
付
託
し
よ
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
お
も
な
条
例
は
、
附

属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
看

護
婦
（
士
）
、
準
看
護
婦
（
士
）
修
学
資

金
貸
与
条
例
、
都
市
公
園
条
例
の
一

部
改
正
、
姉
妹
都
市
の
提
携
、
一
般

会
計
補
正
予
算
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
は
、
お
互
い
の
知
識
と

見
聞
を
広
め
る
と
同
時
に
、
両
市
の

教
育
、
文
化
、
経
済
の
交
流
を
は
か

リ
、
国
際
親
善
と
友
好
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
提
携
す
る
も
の
で

コ
モ
市
の
招
待
を
受
け
て
か
ら
調
印

式
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳
出

と
も
一
億
三
千
九
百
九
十
九
万
四
千

円
追
加
補
正
し
、
歳
入
歳
出
総
額
三

十
八
億
九
十
六
万
一
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
お
も
な
も
の
は
、
9
圧
雪
用
雪
上
車

購
入
費
追
加
六
百
万
円
、
市
道
舗
装

工
事
費
追
加
五
千
八
十
万
円
、
埋
蔵

文
化
財
緊
急
発
堀
調
査
人
夫
賃
等
四

百
五
十
万
七
千
円
、
看
護
婦
（
士
）
、
準

看
護
婦
（
士
）
修
学
資
金
貸
付
金
百
四

十
四
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　ハイこちらは十日町地域消防署です　とテ
キパキした電話の声。これは川治‘内後／地内

に建設中の十日町地域消防本部・署庁舎がこ

のほど完成し、10月15日からの移転を前にし

た訓練のひとこまです，

輔
舗
に
大
き
な
期
待

　
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
部
三
階
建
て
、
延
べ
一
九
一
〇

平
方
層
（
五
七
九
坪
）
の
立
派
な
建

物
で
、
一
階
は
屈
折
は
し
ご
付
消
防

車
、
化
学
消
防
車
、
新
鋭
救
急
車
等

消
防
関
係
車
輌
＋
台
を
格
納
す
る
車

庫
、
仮
眠
室
等
で
す
。
二
階
は
、
事

務
室
、
通
信
室
、
会
議
室
等
が
あ

り
、
三
階
は
各
種
講
習
等
が
開
催
で

き
る
講
堂
、
印
刷
室
等
が
あ
り
ま
す

火
災
予
防
に
重
点

　
火
災
の
鎮
圧
　
救
急
活
動
の
二
つ

　
　
　
　
　
　
広
域
消
防
の
シ

　
　
　
　
　
　
ン
ボ
ル
・
消
防

庁
舎
が
完
成
．

消
防
車
輌
も
勢

ぞ
ろ
い
。

は
、
消
防
署
の
重
要
な
仕
事
で
す
が

火
災
を
だ
さ
な
い
た
め
の
予
防
活
動

に
、
よ
り
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま

す
。　
し
た
が
っ
て
、
■
石
油
や
ガ
ス
な

ど
危
険
物
の
規
制
取
り
締
り
■
各
家

庭
を
巡
回
し
て
、
火
災
の
発
生
し
や

す
い
場
所
、
防
火
上
不
備
な
所
を
事

前
に
テ
ェ
ッ
ク
し
指
導
す
る
予
防
査

察
■
家
屋
の
新
築
な
ど
に
伴
う
建
築

同
意
の
仕
事
■
消
火
器
や
火
災
報
知

機
な
ど
の
使
用
方
法
や
相
談
な
ど
が

消
防
署
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

郡
市
で
共
同
設
置

　
十
日
町
市
と
津
南
・
川
西
町
．
中

里
村
は
自
然
条
件
、
生
活
環
境
を
は

火事・救急車は
　電話119番
お間い合わせは
電話7－1555番（代表1

有線53119番

通
信
指
令
も
真
剣
に
．

じ
め
経
済
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
中
魚
地
方
の
消
防
行
政
は
、
火

災
や
自
然
災
害
に
対
し
て
、
市
町
村

の
ワ
ク
を
は
ず
し
て
共
同
処
理
し
よ

う
と
昨
年
四
月
、
一
部
事
務
組
ム
n
方

式
に
よ
り
、
広
域
消
防
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
．
四
市
町
村
の
面
檀
は
、
五

八
七
平
方
キ
。
耕
と
広
範
囲
に
わ
た
る

た
め
、
十
日
町
市
に
消
防
庁
舎
を
お

く
ほ
か
、
津
南
・
川
西
町
に
分
遣
所

を
設
置
し
ま
し
た
。

通
報
は
す
ば
や
く

正
確
に

　
火
災
は
、
早
く
発
見
し
、
早
く
消

防
署
へ
通
報
す
る
こ
と
が
，
被
害
を

最
少
限
に
く
い
と
め
る
絶
対
の
条
件

で
す
。
火
災
や
事
故
が
発
生
し
た
と

き
は
、
一
一
九
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
発

生
現
場
を
わ
か
り
や
す
く
、
は
っ
き

新
鋭
通
信
指
令
装
置
を
完
備

　
通
信
室
に
は
、
新
鋭
通
信
指
令
装

置
並
び
に
構
内
電
話
交
換
機
が
連
動

で
き
る
よ
う
設
置
さ
れ
、
一
一
九
番

五
回
線
、
一
般
加
入
電
話
三
回
線
の

ほ
か
、
川
西
・
津
南
分
遣
所
へ
の
一

斉
指
令
回
線
を
は
じ
め
、
市
役
所
、

警
察
署
等
関
係
機
関
直
通
の
専
用
電

話
回
線
等
が
収
容
さ
れ
、
災
害
発
生

時
の
通
信
連
絡
の
ス
ピ
ー
ド
化
が
は

か
ら
れ
ま
す
。

り
と
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
に
は
、
同
じ
地
名
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
◎
た
と
え
ば
「
や
ま

や
」
と
い
っ
て
も
、
吉
田
山
谷
な
の

か
、
六
箇
山
谷
な
の
か
わ
か
り
ま
せ

す
．　
通
報
者
は
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ

き
り
と
火
災
や
事
故
の
状
況
を
告
げ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
に
は

　
1
1
9
番
を

　
　
使
わ
な
い
で
／

　
火
災
の
と
き
に
一
一
九
番
を
ま
わ

し
て
「
火
事
は
ど
こ
で
す
か
」
な
ど

と
問
い
合
わ
せ
る
方
が
い
ま
す
。
一

一
九
番
は
非
常
用
の
電
話
で
す
。
火

事
の
間
い
合
わ
せ
な
ど
に
は
、
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
問
い

合
わ
せ
や
普
通
の
連
絡
に
は
、
曾
七

ー
一
五
五
五
番
（
代
表
）
有
線
電
話

五
三
一
一
九
番
へ
ど
う
ぞ
．

救
急
車
を
配
置

　
消
防
署
は
水
害
や
火
災
、
交
通
事

故
な
ど
に
よ
る
災
害
か
ら
、
私
た
ち

の
生
命
を
守
る
た
め
、
救
急
業
務
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
本
署
三
台
、
分

遣
所
に
各
一
台
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
救
急
車
に
は
、
救
急
の
医
薬
品

な
ど
を
備
え
・
昼
夜
の
区
別
な
く
二

十
四
時
間
市
民
か
ら
の
一
一
九
番
に

出
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
や
風
水
害
、
火
災
な

ど
で
ケ
ガ
人
が
で
た
場
合
は
、
近
く

の
電
話
で
一
一
九
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

蕊懸

ま
す
と
、
消
防
署
へ
つ
な
が
り
ま

す
．
事
故
の
発
生
場
所
、
ケ
ガ
（
病

気
）
の
状
態
な
ど
を
は
っ
き
り
と
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
ど
ん
な
時
に

出
動
す
る
か

　
救
急
車
は
、
救
急
事
故
で
ケ
ガ
人

や
病
人
を
医
療
機
関
へ
急
い
で
は
こ

ぽ
な
け
れ
ば
、
生
命
に
危
険
が
あ
る

と
い
う
場
合
に
出
動
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
か
ぜ
や
軽
い
ケ
ガ
な
ど
の

場
合
や
、
家
庭
内
で
発
生
し
た
病
気

な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、

出
動
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
家
庭
内
で
生
じ
た
事
故

や
急
病
人
で
も
、
医
療
機
関
へ
病
人

を
は
こ
ぶ
適
当
な
方
法
が
な
い
場
合

や
、
急
い
で
病
院
へ
は
こ
ば
な
け
れ

ば
、
生
命
に
危
険
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
救
急
車
が
出
動
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
喪
す
。
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